








Tier IV Confidential

Logiee

Logieeは私道・公道を低速（6km/h以下）で走る小型

自動走行ロボットのプロトタイプ車両。

電動車椅子をベースとしており、LiDARやカメラ等のセ

ンサーを搭載。

Logieeの車体上部には物品を格納するためのスペースが

用意しており、小型配送として使用することが可能。

複数都市の公道に於いて、自動配送ソリューションの実

証実験を実施。



Tier IV Confidential

公道での低速・小型自動走行ロボットを活用した実証

岡山県玉野市
（実証主体：

三菱商事株式会社）

茨城県筑西市
（実証主体：

三菱商事株式会社）

福島県会津若松市
（実証主体：

TIS株式会社）

ティアフォーとして初の公道での低速・小型自動走行ロボットを活用した実証
- 2020年11月～12月に実施
- 近接型、遠隔型それぞれの自動走行を実施
- 複数カ所で荷物を積み込み、複数カ所へ配送を実施

２台の低速・小型自動走行ロボットを運用した実証
- 2021年3月～4月に実施
- 1台が公道、1台が道の駅施設内を走行
- ティアフォーの車両管理システムと外部のルート最適化技術システム（オプティ

マインド社Loogia）をAPIで連携

ティアフォーがトレーニング、認定した外部の監視・操作者による実証
- 2021年7月に実施
- ティアフォーで自動運転システム等に関する座学や小型自動走行ロボットを利用

したトレーニングをアイサンテクノロジー株式会社に提供。ティアフォーで認定
した同社の監視・操作者が車両を走行

実証地域 ティアフォーとしての実証ポイント、実証概要

2021年度は技術・サービスの検証等のため、複数の実証を予定



Tier IV Confidential

自動走行ロボットの早期実用化に向けたプラットフォーム提供

「Intelligent vehicles for everyone」のビジョンの元、
自動走行ロボットの開発や運用、実装に必要なプラットフォームを提供することで、

オープンなエコシステムの構築を通じた
自動走行ロボットの早期実用化に貢献していきます

自動運転システムの
リファレンスデザイン
（ソフトウェア、センサー構成

など）

開発や運行に必要なツール
（車両管理、遠隔監視・操作システム、

シミュレータなど）

トレーニング、実証実施支援




